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ABSTRAK 

 

Sarah Aini Mahdiyyah Lubis. 2022. Analisis Fukugoukakujoshi ～Wo Moto Ni 

Shite dan ～Ni Motodzuite dalam Kalimat Bahasa Jepang. Skripsi. Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini  bertujuan untuk mengetahui nomina, verba, dan genre kalimat yang 

terdapat pada kalimat yang mengandung fukugoukakujoshi ～wo moto ni shite dan 

～ni motodzuite. Hal ini dilatarbelakangi oleh adanya kesamaan makna antara 

fukugoukakujoshi ～wo moto ni shite dan ～ni motodzuite, yaitu “berdasarkan” jika 

diterjemahkan ke dalam bahasa Indonesia. Meskipun memiliki makna yang sama, 

pada hakikatnya setiap kata tentu memiliki suatu perbedaan. Penelitian ini 

menggunakan metode deskriptif kualitatif dengan teknik pengumpulan data berupa 

teknik catat, dan teknik analisisnya berupa teknik bagi unsur langsung yang 

berlandaskan teori-teori yang dikemukakan oleh para ahli. Teori yang digunakan 

antara lain adalah teori jenis nomina, teori jenis verba, teori frasa, dan genre kalimat 

dilihat dari teori kategori gramatikal dalam predikat. Berdasarkan hasil analisis, 

terdapat persamaan dan perbedaan dilihat dari nomina, verba, dan juga genre 

kalimat pada kalimat yang mengandung fukugoukakujoshi ～wo moto ni shite dan 

～ni motodzuite. 

 

Kata Kunci: Analisis, Fukugoukakujoshi, ～Wo Moto Ni Shite, ～Ni 

Motodzuite, Kalimat Bahasa Jepang 
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ABSTRACT 

 

Sarah Aini Mahdiyyah Lubis. 2022. Analysis of the Fukugoukakujoshi of ~Wo 

Moto Ni Shite and ~Ni Motodzuite in Japanese Sentences. Thesis, Japanese 

Language Education Study Program, Faculty of Language and Arts, State 

University of Jakarta. 

 

This research aims to determine the nouns, verbs, and sentence genres contained in 

Japanese sentences that contained fukugoukakujoshi of ~wo moto ni shite and ~ni 

motodzuite. This was conducted  due to the similar meaning between 

fukugoukakujoshi ~wo moto ni shite and ~ni motodzuite when translated into 

Indonesian, which is "based on".  Nevertheless, each word essentially has its own 

differences. This research uses a qualitative descriptive method with data collection 

techniques in the form of note-taking techniques, and direct-elements divide 

analysis technique based on experts’ theories. The used theories are noun type 

theory, verb type theory, phrase theory, and sentence genre seen from the theory of 

grammatical categories in the predicate. Based on the analysis results, the nouns, 

verbs, and sentence genres in Japanese sentences containing fukugoukakujoshi ~wo 

moto ni shite and ~ni motodzuite have similarities and differences. 

 

Keywords: Analysis, Fukugoukakujoshi, ～Wo Moto Ni Shite, ～Ni Motodzuite, 

Japanese Sentences 
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日本語文における「～を元にして」および「～に基づいて」 

の複合格助詞の分析 

ジャカルタ国立大学 
Sarah Aini Mahdiyyah Lubis 

sarahlubis79jepang@gmail.com 

概要 

 

A. 背景 

 日本語の文法で、「助詞」という品詞が使用されるのが多い。

Sudjianto と Dahidi (2007:181) によると、助詞とは単独で立つことが

できない品詞で、一つの単語と次の単語との関係を示すために付ける

ことだという。助詞は「副助詞」、「格助詞」、「接続助詞」、「終

助詞」という種類に成り立っている (Iori et al, 2000:345)。その上、述

語と名詞句をつなぐ助詞もあり、「複合格助詞」と呼ばれる。複合格

助詞は、「格助詞＋動詞の活用形」というパータンで動詞の活用形と

助詞の組合せから形成される (Iori et al, 2001:14).「～をめぐって」、

「～を通じて」、「～を通して」、「～において」、「～にわたっ

て」、「～によって」、「～に伴って」はその複合格助詞の例である。 

 日本語の中上級文法を学ぶとき、複合格助詞を含め、意味が似てい

る単語や表現が多い。だが、似ている意味を持つと言っても、各単語

は何かが異なるものだ。似ている意味を持つ複合格助詞の例はインド

ネシア語で「berdasarkan」という意味を表す「～を元にして」と「～

に基づいて」である。 

次の例文を考えてみましょう: 

(1) このドラマの物語は、ある一人の老人の体験を元にして作られてい

る。 

‘Kisah drama ini dibuat berdasarkan pengalaman pribadi seorang 

lelaki tua.’ 

(Oyanagi, 2007:129) 
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(2) この小説は事実に基づいて書かれたものだ。 

‘Novel ini ditulis berdasarkan fakta.’ 
(Oyanagi, 2007:130) 

  

 Oyanagi (2007:129) によれば、「～を元にして」は何かを作る/創造

する場合に「～を素材にして」という意味を表すが、「～に基づいて」

は何かする場合に「～が土台・基礎になって」という意味を表すとい

うことである。以上の例文を見ると、(1) の文では、ドラマの物語は

「体験」から作られる。「体験」は「素材」に含まれているというこ

とがわかる。そして、(2) の文も、「事実」は「素材」として小説を

書くために使われる。いったい、素材は「～を元にして」でも「～に

基づいて」でも使えるのでしょうか。そのため、「～を元にして」と

「～に基づいて」の複合格助詞で実際にどの名詞が使用されているか

という問題がある。名詞に加え、類似点と相違点を調べるために、動

詞や文のジャンル (述語の文法カテゴリーの観点から) の説明も必要

だ。 

以上の説明から、研究者は「日本語文における「～を元にして」   

および「～に基づいて」の複合格助詞の分析」と題する研究を実施し

た。 

B. 問題提供 

 以上の背景に基づいて、本研究の問題提供は次の通りである： 

1. 日本語の文で「～を元にして」と「～に基づいて」の複合格助

詞の前にどの名詞でしょうか。 

2. 日本語の文で「～を元にして」と「～に基づいて」の複合格助

詞の後ろにどの動詞でしょうか。 

3. 「～を元にして」と「～に基づいて」の複合格助詞を含まれて

いる日本語の文にどの文のジャンルでしょうか。 
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C. 解決 

 本研究では、定性的記述手法を使用し、「Metode Simak」における

「Teknik Catat」というデータ収集を、「Metode Agih」における「

Teknik Bagi Unsur Langsung」というデータ分析を使用した。「Teknik 

Bagi Unsur Langsung」は専門家によるさまざまな理論に基づいていた。

さらに、分析するデータは KOTONOHA「現代日本語書き言葉均衡コ

ーパス 」（少納言）、現代日本語書き言葉均衡コーパス BCCWJ（中

納言）、NINJAL-LWP for TWC（Tsukuba Web Corpus）の 3つの日本語

コーパスウェブサイトから取得された。そのウェブサイトのみならず、

本研究は「朝日新聞デジタル」という日本の電子新聞も取得した。分

析されたデータの合計は 40データであり、「～を元にして」と「～に

基づいて」の複合格助詞を含む各文は 20文である。 

 分析の結果に基づいて、「～を元にして」と「～に基づいて」の複

合格助詞を含む日本語の文にある名詞と動詞と文のジャンルは次の通

りである： 

1. 「～を元にして」と「～に基づいて」の前にある名詞 

名詞の種類 

データ番号 

～を元に

して 

～に基づ

いて 

普通名詞 

具体的なもの 1, 4, 5, 6, 

10, 12, 13, 

14, 18 

21, 23, 31, 

39 

抽象的なもの 
2, 3, 7, 8, 

9, 20 

24, 25, 26. 

27, 28, 29, 

32, 33, 34, 

37, 38, 40 

位置や方角を示すもの 16 - 

接頭語や接尾語のついたもの 5, 12, 13 26, 33 

複合名詞 
7, 14 

27, 28, 34, 

39 

他の品詞から転じたもの 2, 9 - 

固有名詞 17 30 

数詞 

数量の名詞 本数詞 - 35 

本数詞＋助動詞 - - 

順序の数詞 - - 

代名詞 人称代名詞 自称 - - 

対称 - - 

他称 - - 

不定称 - - 
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指示代名詞 事物に関するも

の 
15, 19 22, 36 

場所に関するも

の 
- - 

方向に関するも

の 
- - 

形式名詞 11 - 

 

「～を元にして」と「～に基づいて」の前にある名詞は、具

体的なもの、抽象的なもの、接頭語や接尾語のついたもの、

複合名詞という普通名詞の使用するのが多い。普通名詞ばか

りでなく、固有名詞と代名詞も使うが、その数は少ない。人

称代名という代名詞は「～を元にして」にも「～に基づいて」

にも使用されない。数詞は、「～を元にして」に使用されな

いが、本数詞という数詞は「～に基づいて」に使用する。さ

らに、位置や方がを示すもの、他の品詞から転じたもの、形

式名詞は「～を元にして」に使用されるが、「～に基づいて」

に使用されない。 

2. 「～を元にして」と「～に基づいて」の後ろにある動詞 

動詞の種類 
データ番号 

～を元にして ～に基づいて 

自動詞 
8, 19 

23, 30, 34, 38, 39, 

40 

他動詞 
2, 3, 4, 5, 7, 8, 9, 10, 

11, 12, 13, 14, 15, 

16, 19, 20 

21, 22, 24, 25, 26, 

27, 28, 29, 31, 32, 

33, 35, 36, 37, 39, 

40 

しょどうし - - 

複合動詞 
2, 5, 7, 9, 13, 20 

25, 26, 28, 29, 32, 

33, 40 

派生語としての動詞 - 31 

補助動詞 3, 11, 14, 15 22, 24, 27, 30, 39 

状態動詞 - 23, 34, 38 

継続動詞 
2, 3, 4, 5, 7, 8, 11, 

12, 13, 14, 15, 16, 19 

21, 22, 24, 25, 26, 

27, 28, 29, 30, 31, 

32, 33, 35, 36, 37, 40 

瞬間動詞 8, 9, 10, 19, 20 39 

第四種の動詞 - - 

主体動作・客体変化動詞 8, 20 - 

主体変化動詞 10, 19 39 

主体動作動詞 
2, 3, 4, 5, 7, 8, 11, 

13, 14, 15, 16, 19 

21, 22, 25, 26, 27, 

28, 29, 30, 31, 32, 

33, 35, 36 
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思考動詞 14 24, 31, 37, 

知覚動詞 9, 12 40 

感覚動詞 - - 

存在動詞 - 34, 38 

空間的配置動詞 - - 

関係動詞 - 40 

特性動詞 - 23 

動詞の活用形 

未然形 
10, 12, 13,  14, 16 

26, 29, 31, 32, 36, 

40 

連用形 2, 3, 4, 7, 8, 9, 11, 

14, 15, 19, 20 

21, 22, 24, 25, 27, 

30, 33, 35, 37 

終止形 
5, 19 

23, 28, 31, 34, 38, 

39, 40 

連体形 - - 

仮定形 8 - 

命令形 - - 

 

 「～を元にして」と「～に基づいて」の複合動詞を含む文

には、後ろにある動詞は、他動詞、複合動詞、補助動詞、継

続動詞、主体動作動詞という動詞の使用することが多い。だ

が、その複合動詞の両方は、しょどうし、第四種の動詞、感

覚動詞、空間的配置動詞という動詞を使用されない。動詞の

活用形から見ると、「～を元にして」と「～に基づいて」は、

未然形、連用形、終止形という活用形は使われるが、連体形

と命令は使われない。 

 「～を元にして」の後ろに、派生語としての動詞、状態動

詞、存在動詞という動詞が使われる一方で、「～に基づいて」

はその三つの動詞は使われない。しかしながら、主体動作・

客体変化動詞という動詞は「～を元にして」のみに使われる。

さらに、「～に基づいて」の後ろに存在動詞をはじめ、関係

動詞や特性動詞という様々な動詞が使われる。仮定形という

動詞の活用形は「～を元にして」に使われるが、「～に基づ

いて」は使われない。 
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3. 「～を元にして」と「～に基づいて」を含む文のジャンル 

述語の文法カテゴリー 
データ番号 

～を元にして ～に基づいて 

認め方と 

丁寧さ 

認め・丁寧形 
1, 4, 5, 6, 8, 9,  

13, 15, 16, 17 

21, 22, 23, 24, 

26, 27 30, 31, 

33, 37, 39, 

認め・普通形 2, 3, 7, 10, 11, 

18, 19, 20 
25, 28, 29, 31, 

34, 35, 36, 38, 

打ち消し・丁寧形 12, 14 - 

打ち消し・普通形 - 40 

ボイス 

直接受け身文 - - 

関節受け身文 7, 13 26, 29, 32, 36 

使役文 - - 

他動詞文 
4, 10, 11, 12, 

15, 16, 20 

21, 24, 25, 27, 

28, 31, 33, 35, 

37, 

自動詞文 
8, 19 

30, 34, 38, 39, 

40 

相互文 - - 

再起文 - - 

可能文 5, 14 - 

希望文 2 - 

自発文 9 - 

授受文 - 22 

～てある文 - - 

テンス 

過去 7, 9, 20 25, 29, 35, 

現在 
11, 15 

24, 27, 28, 30, 

31, 34, 37, 38, 

39 

未来 4, 5, 8, 10, 13, 

19 
26, 31, 32, 33, 

36 

アスペクト 

始まるところとき 4 - 

始まるとき - 33 

進行中のとき 11, 15 24, 27, 30, 39 

終ったとき・結果を

述べる 
7, 9 25, 35 

変化するとき 8, 19, 20 28, 29, 37 

モダリティ 

確言 1, 3, 17, 18 23, 31 

命令 - - 

禁止 - - 

許可 5 - 

依頼 - 21, 22 

当為 - 31, 37 

意思 - 24 

申し出 16 - 

加入 10, 16 - 

願望 2 - 

概言 6, 8 - 

説明 - 27, 32 

比況 - - 
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 「～を元にして」と「～に基づいて」を含む文は、打ち消

しに比べ、認めという認め方がよく使用される。その上、関

節受け身、他動詞文、自動詞文という文の使用するも多く、

～てある文は使用されない。その二つの複合動詞もそれぞれ

の時制と相を説明できるし、確言というモダリテも使われる。 

 ところが、「～を元にして」は「～に基づいて」より様々

な文の種類を持つ。なぜなら、他動詞文や自動詞文や関節受

け身文を除いて、「～に基づいて」は授受文のみを持って、

「～を元にして」は可能文、希望文、さらに自発文を持つか

らである。モダリティから見ると、「～を元にして」は申し

出、加入、概言を説明するが、「～に基づいて」は依頼、当

為、意思、説明を説明する。したがって、「～を元にして」

は非公式的な状況に使われ、「～に基づいて」は公式的な状

況に使われるということがわかる。 

D. 結論 

 本研究の結果に基づいて、「～を元にして」と「～に基づいて」の

複合格助詞を含む日本語の文に名詞と動詞と文のジャンルは、次のよ

うにまとめられている： 

1. 名詞 

 「～を元にして」と「～に基づいて」の前にある名詞は、ど

ちらも普通名詞である。だが、「～を元にして」はよく使われ

る普通名詞は具体的なものであるが、「～に基づいて」はよく

使われる普通名詞抽は象的なものである。 

2. 動詞 

 「～を元にして」と「～に基づいて」の後ろにある動詞は、 

両方人間によって継続的に実行されている活動を示すのが多く、

よく連用形という動詞の活用形を使われる。それにもかかわら



 

 

x 

 

ず、ある変化を示すときの動詞は「～に基づいて」より「～を

元にして」のほうが使用される。その一方で、「～に基づいて」

には状態や存在を示す動詞と思考を示す動詞の使用するのが多

い。 

3. 文のジャンル 

 「～を元にして」と「～に基づいて」を含む文は様々な種類

の文があり、アスペクトのそれぞれの側面を説明できる。その

二つの複合動詞も確実なことの使用するのが多いので、情報を

示す文ということがわかる。だが、「～に基づいて」に比べ、

「～を元にして」のほうが様々な種類の文を持つ。さらに、

「～を元にして」は非公式的な状況に使われ、「～に基づいて」

は公式的な状況に使われる。 
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